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あなたの写真で「グリーンレポート」の表紙を飾ってみませんか？
「グリーンレポート」の表紙用写真を、日頃ご愛読
いただいている読者の皆様より募集いたします。
農業の現場から、元気が出る美しく楽しい作品の
ご応募をたくさんお待ちしています。

●いちごの増収・省エネ生産を両立するスマートCO₂施用技術
●カーネーション切り花の開花促進
●トルコギキョウの二度切り栽培における施肥技術
●太陽熱土壌消毒によるフリージアの病害虫防除技術
●施設園芸の部会内データ共有による収量向上
届け！全農の取り組み

技術情報

共乾施設を適正に運転・運営するための講習会を開催 

読者写真　真夏の恵み・「京おくら」の花（京都市伏見区）　撮影：新谷雅敏さん（京都府）

　ＪＡ京都中央は、都市近郊地域から山間地域まで広範囲
をカバーし、京都市をはじめ３市１町を管轄しています。主
な栽培品目として、京野菜を中心に「京たけのこ」「九条ね
ぎ」「なす」「花菜」があり、水稲栽培も盛んです。
　同ＪＡでは、特に「九条ねぎ」「なす」「花菜」の産地育
成に力を入れてきましたが、昨今の農業情勢や異常気象な
どにより、産地の規模縮小に歯止めがかからなくなっていま
す。この状況を打開するため、担い手の声をもとに、新規
品目として“オクラ”に着目し、「京おくら」と名づけたブラ
ンド化の取り組みを始めました。
　取り組み初年度は、担い手とTACが試験栽培と出荷を
行い、その後、ＪＡ京都中央京おくら出荷部会を設立、訪
問活動を通じて「京おくら」の普及拡大を進めました。部
会には多くの担
い手が入会し、
生産面積が拡大
した一方で、新
たに生じた３つ
の課題を解決す
るための取り組
みがスタートしま
した。

課題①
担い手労働力負担の軽減～農福連携の取り組み～

　特に担い手の負担となっていた「収穫から出荷までの
工程」について、近年注目が集まっている“農福連携”の
取り組みとして作業委託を行いました。担い手からは「作
業、精神的負担ともに軽減され、取り組んで本当によか
った」といううれしい言葉もありました。この取り組み
が「日本農業新聞」でも取り上げられたことがきっかけ

となり、その後、作業委託の件数が３件増加しました。

課題②
「京おくら」の単価向上～出荷時期、出荷先の検討～

　単価向上をめざし、早期出荷と、出荷最盛期の激しい
単価下落を防ぐため２市場への分荷、大手量販店への販
路確保に取り組みました。その結果、早期出荷により単
価は上昇、最盛期の単価下落幅減少につながりました。

課題③
規格外品の販路開拓～ロスを減らして所得向上へ～

　従来より大きめのサイズを中心とした規格を新たに追
加し、規格外品の量販店への販路拡大を行いました。出
荷量、販売金額ともに大幅に向上することができたとと
もに、ＪＡ全農京都が行うコンテナ貸出事業を利用する
ことで、資材コストの44％削減にもつながりました。

★
　これらの取り組みは、担い手の満足度、意欲向上につ
ながっており、さらなる産地の盛り上がりが期待できま
す。今後も産地活性化のために、行政、全農関係機関と
連携し、管内全体に取り組みを広げていくべく、日々の
TAC活動に邁進していただけるようサポートします。 
 【全農　西日本営農資材事業所　TAC・生産対策課】

８月号読者アンケートのお願い
よりよい誌面づくりのために、皆さまの声をお寄せください。
回答締切：令和７年８月31日（日）
回答方法：二次元コードもしくはＵＲＬから
ＵＲＬ：https://forms.office.com/r/qtBmRTaghK

「京おくら」の産地化に向けた
農福連携・農家所得向上の取り組み

ＪＡ京都中央　　　　　　　　　　　 京おくら出荷部会
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ブランド化に取り組んだ「京おくら」
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担い手の声をもとに新規品目をブランディング
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